
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 T0315 

令和５年度 教養科 

 

教科 教養 科目 

（学）高校教養講

座（文化系・サブ

カルチャー） 

単位

数 １単位 年次 
１～４年

次 

使用教科書 なし 

副教材等 自作プリント 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「サブカルチャー」という言葉を聞いたことはありませんか？ 音楽とか映画とか、マンガやアニメ

を思い浮かべる人が多いと思います。日本の場合、それで間違いではありません。でも、実際には、

日本と海外とでは「サブカルチャー」の持つ意味は大きく異なっています。そのため、講座名に「日

本の」を付けています。 

日本の文化のひとつとなった道のりを、身近な事例や実際の著作物（同人誌やコミックなどの印刷

物、フィギュアなどの造形モデル、アニメ動画等）を見て、触れて説明します。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

「マンガ」「アニメ」の魅力の第一となる「キャラクター」の魅力を理解している。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・キャラクターを描くとき

の技術や、魅力的に見せる

知識（構図など）を理解して

いる。 

 

・知識・技能で身につけたス

キルをもとにキャラクター

を描けることができる。 

・人気の「マンガ」「アニメ」

を調べその作品の「キャラク

ター」の魅力を理解し自分の

描く作品に取り入れる態度

が身についている。 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

通

年 

キ

ャ

ラ 

ク 

タ

ー

の

魅

力

を

理

解

す

る 

○キャラクターを描くことがで

きる。 

 

a: 講座を通して使用する技術や

知識を理解できている。 

b: 課題作成を通して学んだ内容

を統合、発展、応用し自らキャラ

クターを描けている。 

c: キャラクターを描くときに必

要な知識を自ら調べる態度が身

についている。 

・学習状

況の観察 

・課題作

品 

・発表 

・実技テ

ストの結

果等 

・学習状

況 の 観

察 

・ノート

や ワ ー

ク シ ー

ト の 記

述 

・課題作

品 

・レポー

ト 

・自己

評価等 

・学習状

況の観察 

・ノート

やワーク

シートの

記述 

・レポー

ト 

・自己評

価等 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


